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未来社会構想2050（2019年）

⑴2050年に向けた
世界トレンドを推測

⑶豊かで持続
可能な2050年
の日本を描写

2050年現在

⑵社会実現のための
５つのポイントを抽出

日本の課題

出所:三菱総合研究所
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⑴ 2050年に向けた世界潮流（2019年）
デジタル経済圏の台頭をベースに６つの潮流を予測

出所:三菱総合研究所
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⑵ 日本が豊かで持続可能な社会を実現する５つのポイント

豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会

①日本の良さ・強みを活かした世界への貢献

②デジタル×フィジカルで新たな付加価値を創造

③地域マネジメントを強化し、持続可能な地域社会へ

④多様な価値観に基づく 「自分らしい」 人生を実現

⑤人生100年時代を支える財政・社会保障制度へ

国際

産業

地域

生活

政府

日本の課題

世界トレンド

出所:三菱総合研究所
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⑶ 豊かで持続可能な2050年の日本（イメージ）
経済的な豊かさのみならず、

人との関わり、働きがい、健康など
総合的な暮らしの満足度が高い社会

日本の
良さ・強み
日本の
良さ・強み

前向きな
挑戦
前向きな
挑戦

人間中心の
技術活用
人間中心の
技術活用

出所:三菱総合研究所

ウェル
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世界潮流（2025年改）
３つの潮流が加速

出所:三菱総合研究所

❶デジタル社会の進展
とAIの浸透

❷国際情勢の不安定
化 ❸脱炭素・循環型

社会への移行
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❶デジタル社会の進展とAIの浸透
広範囲の仕事がデジタル技術で効率化

出所:米国O*NET、労働力調査、国勢調査等より三菱総合研究所作成

注:各技術を使用することで、遂行時間を

50%以上減らせると見込まれるタスクを図示。
バブルサイズはそのタスクを行っている
労働者の数に比例。
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❷国際情勢の不安定化

米中対立の最中、グローバルサウスが台頭

出所:Maddison Historical Statistics、IMFを基に三菱総合研究所作成

GDP拮抗
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❸脱炭素・循環型社会への移行
自然エネルギーに急速回帰

出所:Vaclav Smil 「Energy Transitions」、IEA「World Energy Outlook 2024より三菱総合研究所作成

（シェア、％）
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